
一
八
世
紀
後
半
の
ほ
ぼ
同
年
代
に
属
す
る
韓
国
の
朴
斉
家
（
一
七
五
○
’
一

八
○
五
）
と
日
本
の
本
多
利
明
（
一
七
四
四
’
一
八
一
二
）
の
実
学
思
想
を
、

彼
ら
の
主
著
で
あ
る
『
北
学
議
』
と
『
経
世
秘
策
』
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
彼

ら
の
商
業
観
、
あ
る
い
は
経
済
思
想
に
重
点
を
お
い
て
、
対
比
的
に
検
討
し
て

行
く
こ
と
に
す
る
。

朴
斉
家
は
『
北
学
議
』
の
序
文
で
「
孟
子
の
時
の
陳
良
の
言
葉
」
を
取
っ
て

「
北
学
議
」
に
し
た
と
書
い
て
い
る
。
陳
良
は
中
国
（
中
原
）
の
楚
の
人
で
あ

る
。
彼
は
周
公
と
孔
子
の
道
を
好
承
、
南
方
の
楚
の
国
か
ら
北
方
の
国
に
至
り

儒
教
の
道
を
学
ん
だ
。
の
ち
に
陳
良
は
、
北
方
の
学
者
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
学
者

に
な
っ
た
と
い
う
。
朴
斉
家
は
そ
の
故
事
に
よ
り
中
国
文
化
、
す
な
わ
ち
清
文

化
を
学
ぶ
と
い
う
意
味
で
「
北
学
議
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
四
回
に
わ
た
っ
て

清
の
燕
京
を
訪
れ
た
朴
斉
家
は
、
す
る
ど
い
洞
察
力
で
李
氏
朝
鮮
と
中
国
と
の

現
状
を
対
比
し
、
彼
我
の
文
物
の
差
を
説
明
し
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
排
渭
崇
明

と
い
う
名
分
論
を
脱
し
、
「
学
中
国
」
の
北
学
意
識
を
持
つ
べ
き
だ
と
主
張
し

た
。
当
時
の
李
氏
朝
鮮
の
国
家
財
政
は
き
わ
め
て
窮
乏
し
、
国
民
の
生
活
は
悲

一

本
多

Ｉ
実
学
思
想
の
対
比
的
研
究
Ｉ

利

明
と
朴
齊
家

惨
な
状
態
に
あ
っ
た
が
、
為
政
者
た
ち
は
何
の
対
策
も
た
て
ず
に
、
い
た
ず
ら

に
党
争
に
ふ
け
り
、
北
伐
と
い
う
虚
言
に
取
り
付
か
れ
て
い
た
。
明
の
年
号
を

引
き
続
き
使
用
し
、
清
を
無
条
件
に
夷
狄
視
す
る
雰
囲
気
が
支
配
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
非
生
産
的
で
あ
り
、
形
式
的
な
名
分
に
と
ら
わ
れ
て
い

た
状
況
の
な
か
で
、
没
落
し
た
一
部
両
班
と
庶
子
出
身
の
学
者
の
間
か
ら
時
代

お
く
れ
の
政
治
制
度
を
批
判
し
、
比
較
的
進
歩
的
な
改
革
案
の
提
示
を
可
能
に

す
る
新
し
い
学
問
研
究
の
気
運
が
お
こ
っ
て
く
る
。
そ
の
中
、
朴
趾
源
は
『
許

生
伝
』
の
中
で
、
許
生
と
訓
練
大
将
李
洗
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
名
分
的
北
伐

論
の
虚
構
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
朴
斉
家
で
あ

る
。
彼
は
「
北
学
議
』
を
通
じ
て
、
清
文
化
の
優
秀
性
を
紹
介
し
、
そ
の
積
極

的
な
導
入
を
主
張
し
た
。
彼
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
つ
い
て
李
朝
は
中
国
に
劣
っ

て
い
る
と
ゑ
な
し
た
。
中
国
に
比
し
い
か
に
衣
食
住
が
劣
っ
て
い
る
か
を
朴
斉

家
は
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

中
國
之
民
、
雛
荒
村
小
戸
、
率
皆
灰
築
、
數
間
之
庫
、
不
用
餅
包
、
．
…
：

我
國
小
民
之
生
、
皆
無
朝
夕
之
資
、
十
室
之
邑
、
日
再
食
者
不
能
數
人
、

：
：
：
中
國
之
民
、
率
皆
服
錦
繍
・
握
醗
楡
、
有
躰
有
楊
、
耕
夫
亦
不
脱
衣
、

皮
蛙
束
脛
、
叱
牛
於
田
、
我
國
村
野
之
民
、
歳
不
得
木
綿
一
衣
、
男
女
生

許

六
○晃

会



不
見
寝
具
、
：
．
．
：
中
國
、
無
京
外
之
別
、
其
大
都
会
、
如
江
南
・
呉
蜀
・

闘
譽
之
遠
、
而
其
繁
華
文
物
、
反
勝
於
皇
城
、
我
國
、
都
城
數
里
之
外
、

（
１
Ｌ
）

風
俗
已
有
村
意
、
蓋
其
衣
食
不
足

こ
の
よ
う
な
状
況
な
の
に
指
導
層
に
あ
る
人
た
は
、
識
見
が
浅
く
気
質
が
ね

じ
れ
て
い
て
、
あ
る
人
は
中
国
に
も
五
穀
が
あ
る
か
と
聞
き
、
ま
た
中
国
の
文

章
は
李
朝
よ
り
劣
る
と
か
、
あ
る
い
は
中
国
に
は
性
理
学
が
な
い
と
断
定
し
、

そ
し
て
中
国
を
胡
と
い
う
一
言
で
罵
倒
し
た
り
す
る
と
朴
斉
家
は
な
げ
い
て
い

る
。
彼
は
か
り
に
北
伐
論
を
実
践
す
る
に
し
て
も
、
な
に
よ
り
も
夷
を
知
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
い
、
そ
し
て
、
本
当
に
利
が
あ
る
な
ら
ば
、
夷
の
文
化

だ
と
し
て
も
、
そ
の
法
や
制
度
を
積
極
的
に
受
容
す
べ
き
だ
と
い
う
北
学
論
を

展
開
し
た
。

（
○
ム
）

筍
利
於
民
、
雌
其
法
之
或
出
於
夷
、
聖
人
將
取
之
、
而
況
中
國
之
故
哉

こ
う
し
た
主
張
は
、
当
時
の
社
会
で
は
実
に
果
敢
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
ひ
と
と
き
学
界
、
思
想
界
を
風
塵
し
た
こ
の
新
し
い
学
風
も
、
朴
斉
家
を
初

め
、
実
学
派
の
学
者
た
ち
が
ゑ
な
政
権
か
ら
離
れ
て
い
た
関
係
で
、
そ
の
学
問

を
活
用
す
る
機
会
を
得
な
い
ま
ま
、
一
九
世
紀
初
め
の
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
の
辛

酉
迫
害
以
後
、
非
運
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
一
九
世
紀
末
に

い
た
っ
て
、
こ
の
学
風
は
初
期
開
化
派
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

ヲ
（
》
Ｏ

さ
て
一
方
本
多
利
明
を
見
れ
ば
、
利
明
が
属
し
て
い
た
社
会
は
、
田
沼
意
次

の
檀
権
・
松
平
定
信
の
執
政
の
時
代
に
あ
た
り
、
近
世
の
社
会
的
・
経
済
的
矛

盾
が
表
面
化
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
北
辺
に
国
防
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
彼
は
国

内
の
各
地
を
旅
行
し
て
は
、
各
々
の
地
域
の
地
理
や
社
会
風
俗
、
物
産
な
ど
を

視
察
調
査
し
た
。
そ
し
て
利
明
は
い
た
る
所
に
貧
困
と
悲
惨
を
見
い
だ
す
の
で

あ
る
。

故
に
近
来
農
民
大
に
困
窮
し
て
疲
れ
果
た
る
上
、
天
明
癸
卯
以
来
、
凶
歳

磯
饅
の
度
々
に
、
関
東
よ
り
奥
羽
に
至
る
ま
で
農
民
餓
死
し
て
、
良
田
畑

を
亡
処
と
な
し
た
る
高
、
数
百
万
石
に
及
び
た
り
。
奥
州
一
ヶ
国
の
餓
死

（
３
）

人
ば
か
り
も
二
百
万
人
に
及
び
た
り
と
い
へ
り
。

利
明
が
経
世
家
と
し
て
直
面
し
た
時
代
は
、
ま
こ
と
に
容
易
な
ら
ぬ
も
の
で

あ
っ
た
。
彼
は
同
時
代
が
悩
み
つ
つ
あ
っ
た
内
外
の
諸
問
題
に
対
し
、
そ
の
問

題
の
本
質
は
何
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
原
因
が
ど
こ
に
存
す
る
か
を
洞
察
し
よ
う

と
努
め
る
。
こ
う
し
た
問
題
の
解
明
を
通
じ
て
利
明
が
求
め
た
解
決
策
は
、
百

姓
を
困
窮
か
ら
救
済
す
る
に
は
交
易
を
通
じ
て
国
富
を
増
大
な
ら
し
め
る
以
外

に
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
交
易
と
い
う
の
も
単
に
国
内
に
と
ど
ま

る
の
で
は
な
く
、
全
世
界
の
国
々
を
相
手
に
し
た
海
外
通
商
で
あ
っ
た
。
そ
の

前
提
条
件
と
し
て
は
、
何
よ
り
も
海
上
交
通
の
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
航
海
術
に

通
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
航
海
術
を
え
る
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の

習
得
が
必
要
で
あ
る
。
利
明
は
数
多
い
著
作
で
、
し
き
り
に
蘭
学
に
ふ
れ
て
い

る
。
彼
は
特
定
の
師
に
つ
い
て
蘭
学
を
学
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る

が
、
独
学
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
山
村
才
助
ら
と
の
交
友
を
通
じ
て
、
天
文
・

測
量
・
地
理
の
西
洋
流
の
知
識
を
獲
得
し
、
や
が
て
航
海
関
係
の
書
を
翻
訳
す

る
ま
で
に
至
る
。
そ
の
よ
う
な
経
過
を
へ
て
利
明
は
、
そ
の
独
自
の
方
策
に
よ

る
経
世
済
民
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
取
り
上
げ
る
『
経
世
秘
策
』
は

寛
政
一
○
年
（
一
七
九
八
）
に
な
っ
た
も
の
で
、
『
西
域
物
語
』
と
並
ぶ
彼
の

代
表
作
で
あ
る
。
彼
の
経
世
論
の
な
か
に
は
幕
府
の
施
政
方
針
を
非
難
す
る
所

が
少
な
く
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
寛
政
改
革
に
お
け
る
思
想
統
制
は
洋
学
に
も

及
ぼ
さ
れ
る
。
幕
府
は
洋
学
を
統
制
し
て
自
己
権
力
の
囲
い
の
中
に
置
こ
う
と

一
ハ
ー



一
一

本
多
利
明
と
朴
斉
家
は
、
彼
ら
の
主
著
、
『
経
世
秘
策
』
と
『
北
学
議
』
の

中
で
、
非
常
に
接
近
し
た
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。
二
人
は
国
の
貧
困
を
農
民

の
困
窮
に
あ
る
と
把
握
し
て
、
そ
の
貧
し
さ
か
ら
の
脱
却
、
貧
民
の
救
済
の
た

め
の
方
策
と
し
て
、
何
よ
り
も
商
業
的
な
面
に
着
目
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
基

本
た
る
第
一
の
方
策
は
、
船
や
車
等
交
通
運
送
手
段
の
改
善
で
あ
っ
た
。

然
れ
ば
国
務
の
本
は
船
舶
に
あ
り
、
其
船
舶
は
海
洋
渉
渡
を
自
在
に
せ
ざ

（
４
）

れ
ぱ
国
用
を
達
す
る
こ
と
難
し
。

と
利
明
は
説
き
、
船
を
絶
対
欠
か
せ
な
い
国
務
の
必
須
条
件
と
し
て
捉
え
て
い

る
。
朴
斉
家
も
彼
の
詩
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
船
や
車
の
重
要
性
を
唱
え
て
い

ヲ
（
》
０ す

る
。
林
子
平
の
本
は
没
収
さ
れ
、
一
七
九
二
年
に
は
終
身
軟
禁
の
処
分
を
受

け
る
。
当
時
に
お
い
て
利
明
の
所
説
は
、
李
朝
に
お
け
る
朴
斉
家
の
説
と
同
じ

く
、
危
険
思
想
と
み
な
さ
れ
る
が
、
利
明
は
林
子
平
な
ど
と
は
違
い
、
著
作
も

出
版
せ
ず
、
少
数
の
有
識
者
に
回
覧
し
た
程
度
に
止
め
た
為
に
、
幕
府
の
弾
圧

に
触
れ
ず
に
済
ん
だ
の
で
あ
る
。

以
上
、
朴
斉
家
と
本
多
利
明
に
つ
い
て
概
観
し
た
が
、
両
者
の
主
著
で
あ
る

『
北
学
議
』
と
『
経
世
秘
策
』
と
の
商
業
観
を
中
心
に
分
析
し
、
彼
ら
が
一
貫

し
て
追
求
し
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
か
を
以
下
で
さ
ぐ
っ
て
見
る
こ
と
に
す

る
。
さ
ら
に
朴
斉
家
が
中
国
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
提
唱
し
、
利
明
は
西
洋
か
ら
学

ぶ
こ
と
を
提
唱
し
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
彼
ら
の
思
想
の
共
通
点
と
相

違
点
、
実
学
思
想
全
体
に
お
け
る
彼
ら
の
位
置
な
ど
が
問
わ
れ
る
べ
き
問
題
で

あ
ろ
う
。

細
究
此
何
故
、
其
用
在
舟
車
、
舟
能
通
外
国
、
車
以
便
馬
蛎
、
二
者
不
可

（
貝
Ｊ
）

復
、
管
晏
將
何
如

ま
た
、
李
朝
の
車
に
は
、
威
鏡
道
で
使
う
自
用
車
、
軍
門
で
使
用
す
る
大

車
、
溶
川
司
に
は
沙
車
が
あ
る
が
、
す
べ
て
粗
末
で
あ
り
実
用
的
で
は
な
い
点

を
指
摘
し
、
腕
の
い
い
工
人
た
ち
を
選
抜
し
て
中
国
に
行
か
せ
、
車
作
り
の
方

法
と
運
用
方
法
を
習
っ
て
来
る
こ
と
を
助
言
す
る
。
や
が
て
性
能
の
よ
い
車
が

通
行
す
れ
ば
、
自
然
に
道
路
も
発
達
し
、
各
地
方
の
生
産
物
の
よ
り
よ
い
流
通

を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
物
価
の
平
準
化
を
も
た
ら

し
、
財
貨
が
有
用
に
な
り
、
生
産
性
は
向
上
、
消
費
が
促
進
さ
れ
る
。
商
業
の

発
展
は
国
力
と
直
結
す
る
。
用
車
論
と
用
船
論
と
は
、
不
可
分
の
関
係
を
持
っ

て
い
る
。
物
資
の
流
通
の
た
め
に
は
、
陸
地
で
は
車
を
利
用
し
、
海
路
で
は
船

を
利
用
す
る
こ
と
が
、
先
決
条
件
で
あ
る
。
た
と
え
ば
車
一
○
○
○
台
に
載
せ

る
物
量
を
船
一
隻
に
載
せ
ら
れ
、
陸
路
で
車
を
利
用
し
て
一
○
○
○
里
を
行
く

よ
り
、
船
で
一
○
○
○
○
里
を
行
く
方
が
便
利
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

（
侯
Ｕ
）

夫
百
車
之
載
、
不
及
一
船
、
陸
行
千
里
、
不
如
舟
行
萬
里
之
為
便
利
也

韓
国
は
三
面
が
海
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
高
麗
時
代
に
は
、
宋
と
の
通
商
に
際

し
て
船
舶
が
利
用
さ
れ
、
中
国
の
明
州
か
ら
禮
成
江
ま
で
七
日
し
か
か
か
ら
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
通
商
に
あ
た
っ
て
は
必
ず
水
路
が
重
ん
じ
ら
れ
た
。
船
舶
の

利
用
に
あ
た
っ
て
、
朴
斉
家
は
車
と
同
様
、
船
の
製
造
技
術
の
遅
れ
を
指
摘

し
、
中
国
の
先
進
技
術
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
力
説
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
本
多
利
明
と
朴
斉
家
は
運
送
手
段
の
改
善
を
強
調
し
、
そ
れ
に
よ
る
物
資

の
全
国
的
流
通
と
物
価
の
安
定
、
あ
る
い
は
米
価
の
安
定
を
は
か
る
こ
と
を
説

い
た
。
た
と
え
ば
利
明
は
、

故
に
信
州
第
一
の
高
価
な
る
物
塩
な
り
。
米
価
に
三
倍
せ
り
。
山
国
な
れ

一
ハ
ー
ー

車
以
便
馬
鮒
、



ば
大
国
の
国
産
皆
国
内
に
の
み
交
易
し
て
、
国
内
に
自
腐
す
る
な
り
。
大

川
あ
り
て
通
船
せ
ざ
る
と
い
ふ
は
、
川
中
所
々
に
大
岩
石
あ
り
て
滝
と
な

（
〔
ｊ
ｊ
）

り
、
流
水
猛
勢
な
る
ゆ
へ
土
人
危
踏
て
通
船
せ
ず
。

と
説
い
て
い
る
。
諸
障
害
物
を
除
去
し
て
船
が
通
行
し
う
る
よ
う
に
す
れ
ば
、

地
方
に
よ
る
物
価
の
偏
差
は
な
く
な
る
と
み
な
し
た
。
彼
は
さ
ら
に
、
食
物
の

中
心
で
あ
る
米
の
値
段
は
一
切
の
食
物
に
直
接
影
響
を
与
え
る
の
で
、
米
価
を

調
節
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。
こ
こ
で
利
明
は
、
米
相
場
を

商
人
の
営
利
主
義
に
任
せ
る
こ
と
に
反
対
し
、
米
価
を
国
家
の
も
と
に
お
い
て

管
理
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
己
れ
の
利
の
為
に
は
何
も
の
を

も
犠
牲
に
す
る
商
人
根
性
が
、
一
層
大
な
る
利
潤
を
得
よ
う
と
買
占
め
や
売
り

惜
し
み
を
日
常
茶
飯
事
の
よ
う
に
や
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
利
明
は
い
う
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
国
家
が
米
価
を
管
理
す
る
の
か
。
す
な
わ
ち
日
本
国
中
の

各
主
要
地
に
交
易
館
を
建
て
、
そ
の
地
方
の
収
穫
に
よ
っ
て
生
じ
る
自
然
の
相

場
で
、
米
穀
を
買
取
っ
て
貯
蔵
す
る
。
次
に
全
国
中
の
豊
凶
作
を
検
査
し
て
、

国
家
で
消
費
す
る
だ
け
の
米
穀
を
残
し
、
他
は
全
部
凶
作
の
地
域
に
運
送
さ
せ

て
磯
饅
を
救
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
米
を
運
ぶ
運
送
手
段
は
、
公
儀
の
船

舶
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
条
件
を
つ
け
て
い
る
。
か
く
し
て
万
民
は
非
常
な

利
益
を
被
り
、
農
民
は
蘇
生
し
た
よ
う
に
喜
ぶ
だ
ろ
う
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、

別
に
嬰
児
殺
し
禁
止
に
関
す
る
制
度
を
立
て
な
く
て
も
、
そ
の
悪
風
は
自
然
と

止
み
、
良
民
が
非
常
に
増
加
す
る
の
み
な
ら
ず
、
一
度
捨
て
た
田
地
も
再
び
開

発
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
万
民
が
心
か
ら
為
政
者
に
心
服
す
る
よ
う
に
な
る
と

説
く
の
で
あ
る
。
同
様
に
李
氏
朝
鮮
に
お
い
て
も
当
時
、
交
通
は
不
便
で
あ

り
、
地
方
に
よ
る
物
価
の
差
は
甚
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

断
之
日
、
無
車
之
故
也
、
今
夫
全
州
之
商
、
華
妻
子
實
薑
流
、
而
歩
往
龍

湾
、
則
利
非
不
倍
稚
也
、
筋
力
消
於
路
、
而
室
家
之
樂
無
時
也
、
原
山
之

馬
、
駄
海
帯
莞
魚
、
三
日
即
還
則
小
有
餘
、
五
日
則
齊
、
十
日
留
則
大

（
Ｑ
Ｕ
）

縮
、
歸
馬
之
嵐
不
加
、
而
留
馬
之
費
甚
廣
也

朴
斉
家
は
こ
れ
に
つ
づ
け
て
、
李
朝
の
地
理
的
条
件
を
説
明
し
、
最
北
端
か

ら
最
南
端
ま
で
行
く
と
し
て
も
、
十
日
な
い
し
十
二
日
以
内
で
充
分
な
国
が
、

流
通
手
段
の
未
発
達
に
よ
り
物
資
が
偏
り
、
商
品
と
し
て
の
役
目
を
果
た
さ
な

い
こ
と
を
、
痛
憤
し
て
い
る
。

我
國
、
東
西
千
里
、
南
北
三
之
、
而
王
都
居
其
中
、
則
四
方
物
貨
之
来
集

者
、
横
不
過
五
百
異
縦
不
過
千
里
、
又
三
面
環
海
、
近
海
虚
各
以
舟

行
、
則
陸
地
之
通
商
者
、
度
遠
不
過
五
六
日
程
、
近
則
二
三
日
程
、
自
一

（
ｎ
コ
）

邊
至
一
邊
者
、
倍
之

こ
れ
は
す
な
わ
ち
百
姓
た
ち
が
、
物
資
を
互
い
に
交
換
流
通
さ
せ
て
用
途
を

広
げ
た
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
運
送
能
力
、
運
送
手
段
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
が
運
送
手
段
を
積
極
的

に
開
発
し
、
既
存
の
生
産
さ
れ
て
い
る
物
資
だ
け
で
も
十
分
流
通
さ
せ
て
、
物

価
の
平
準
化
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
生
産
さ
れ
た
物
資
が
利
用
さ

れ
な
け
れ
ば
、
再
生
産
は
不
可
能
で
あ
り
、
か
く
て
国
家
経
済
は
い
っ
そ
う
苦

し
く
な
る
と
見
た
の
で
あ
る
。
ま
た
有
用
な
物
で
も
、
流
通
さ
せ
な
け
れ
ば
一

ヶ
所
に
偏
在
し
、
結
局
は
不
足
す
る
こ
と
に
な
る
と
承
な
し
た
。

そ
の
商
業
の
担
い
手
と
し
て
、
利
明
は
利
益
ば
か
り
に
血
眼
に
な
っ
て
い
る

商
人
の
か
わ
り
に
役
人
の
参
加
を
主
張
し
た
が
、
他
方
朴
斉
家
は
無
為
徒
食
す

る
両
班
を
も
、
国
家
支
援
の
も
と
で
商
業
に
従
事
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
説
い
て

い
る
。

夫
遊
食
者
國
之
大
毒
也
、
勝
食
之
日
滋
、
士
族
之
日
繁
也
、
此
其
爲
徒
、

一
ハ
ー
ニ



殆
遍
國
中
、
非
一
條
科
官
所
壼
蕊
潔
也
、
必
有
所
以
虚
之
之
術
然
後
、
浮

言
不
作
、
國
法
可
行
、
臣
請
凡
水
陸
交
通
販
貿
之
事
、
悉
許
士
族
入
籍
、

或
資
装
以
似
之
、
設
塵
以
居
之
、
顯
擢
以
渤
之
、
使
之
日
趨
於
利
、
以
漸

殺
其
勝
食
之
勢
、
開
其
樂
業
之
心
、
而
消
其
豪
強
之
權
、
此
又
榑
移
之
一

（
、
）

助
也

国
中
に
ふ
え
つ
づ
け
る
遊
食
者
の
士
族
を
国
家
を
食
い
つ
ぶ
す
大
き
な
虫
と

見
て
、
水
陸
の
交
通
に
よ
る
貿
易
・
販
売
を
両
班
士
族
に
ま
か
せ
る
べ
し
と
い

う
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
国
家
は
、
彼
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
特
典
を
与
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
当
時
の
李
朝
の
社
会
的
雰
囲
気
か
ら
す
れ

ば
、
士
大
夫
は
貧
し
い
か
ら
と
い
っ
て
田
畑
仕
事
を
す
る
と
か
、
市
場
に
出
て

行
っ
て
物
を
販
売
す
る
と
か
、
工
具
を
持
っ
て
手
工
業
に
従
事
す
る
こ
と
は
一

般
に
笑
わ
れ
も
の
で
あ
り
、
は
な
は
だ
し
き
に
至
っ
て
は
、
婚
姻
さ
え
出
来
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
、
家
に
一
銭
も
な
い
士
大
夫
で
も
、
空
威
張
り
し
、
大
言
壮

語
ば
か
り
す
る
の
が
実
状
で
あ
っ
た
。
で
は
こ
の
よ
う
に
貧
し
い
士
大
夫
が
着

て
い
る
服
や
食
べ
る
食
糧
な
ど
は
、
ど
こ
か
ら
出
て
く
る
の
か
。
彼
ら
は
結

局
、
権
力
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
請
託
す
る
く
せ
が
つ

き
、
僥
倖
を
望
む
こ
と
に
な
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
つ
ま
ら
な
い
課

試
に
も
応
募
者
が
千
名
を
越
え
、
ソ
ウ
ル
で
実
施
す
る
大
同
科
に
は
数
万
名
が

応
試
し
、
か
く
て
遊
食
階
層
が
絶
え
ず
生
じ
て
く
る
。
そ
れ
ゆ
え
朴
斉
家
は
、

士
大
夫
を
優
先
的
に
貿
易
に
従
事
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
両
班
の

生
理
と
気
質
を
暴
露
し
た
師
の
朴
趾
源
よ
り
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
い
た
。
朴
趾

源
は
抑
商
策
を
主
張
し
た
が
、
朴
斉
家
は
そ
れ
に
反
対
し
、
む
し
ろ
商
業
の
振

興
を
唱
え
た
。
士
族
が
商
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
公
認
し
た
の
は
、
一
八
九
四

’
五
年
の
甲
午
改
革
の
時
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
の
提
議
が
ど
れ
ほ
ど
先
駆
的
で

六
四

（
ｕ
）

あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
他
方
、
本
多
利
明
は
交
易
の
振
興
を
説
き
な
が
ら
商
人

に
対
し
て
は
徹
底
し
て
批
判
的
で
あ
る
。

既
に
天
明
七
丁
未
年
の
夏
、
御
府
内
に
於
て
、
三
斗
五
升
入
百
俵
の
価
、

金
二
百
五
十
両
よ
り
三
百
両
ま
で
に
引
揚
げ
、
猶
も
此
上
に
引
揚
べ
き
好

計
に
て
、
売
米
売
り
切
れ
、
町
米
無
し
之
旨
を
云
へ
り
。
実
に
無
し
之
と
云

に
て
は
な
し
。
随
分
相
応
に
は
あ
れ
ど
も
、
此
上
を
高
直
に
売
ん
と
好
計

・
剛
欲
を
企
し
也
。
商
費
は
此
の
如
く
恐
し
き
心
根
な
れ
ば
、
何
れ
永
久

（
皿
）

を
策
る
の
密
計
な
け
れ
ば
、
安
堵
な
り
が
た
し
。

こ
の
よ
う
に
商
人
を
、
利
潤
ば
か
り
追
求
す
る
恐
し
い
心
根
の
所
有
者
と
し

て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
利
明
は
、
渡
海
・
運
送
・
交
易
を
商
人
に

委
ね
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
公
儀
直
轄
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
朴
斉

家
の
私
貿
易
論
と
違
っ
た
官
営
交
易
論
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
江
戸
前
期
の
抑
商
策
が
、
重
農
・
賤
商
観
か
ら
主
張
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
後
期
の
子
平
に
し
ろ
、
利
明
に
し
ろ
、
富
商
へ
の
憎
悪
は
は

げ
し
い
が
、
彼
ら
は
商
業
自
体
の
利
益
、
そ
の
価
値
を
重
視
し
、
商
業
を
龍
視

す
る
武
家
気
質
を
か
え
っ
て
批
判
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
利
明
の
抑
商
策
と
は

商
品
流
通
を
官
な
い
し
藩
の
権
力
の
下
に
掌
握
し
、
商
人
に
代
っ
て
そ
の
利
を

収
め
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
利
明
の
官
船
官
営
交
易
論
も
、
ま
た
商
業
資

（
昭
）

本
の
利
潤
を
一
挙
に
獲
得
す
る
手
段
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
朴
斉
家
の
商

人
に
対
す
る
見
解
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

夫
商
虎
四
民
之
一
、
以
其
一
而
通
於
三
、
則
非
十
之
三
不
可
、
海
民
之
以

魚
爲
農
、
亦
猶
峡
民
之
以
木
爲
農
、
今
若
一
切
食
士
、
則
民
失
其
業
、
農

（
Ｍ
）

日
待
傷
突

商
人
も
四
民
の
中
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
全
体
の
三
割
を
占
め
な
け
れ
ば
な
ら



前
章
で
わ
れ
わ
れ
は
本
多
利
明
と
朴
斉
家
の
交
易
論
、
商
業
観
を
対
比
的
に

検
討
し
た
が
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
両
者
の
財
政
策
、
経
済
開
発
策
に
つ
い
て
検

討
し
よ
う
。
彼
ら
は
二
人
と
も
．
国
の
骨
」
で
あ
る
金
銀
銅
な
ど
貴
金
属
の

海
外
流
出
を
禁
止
し
、
そ
れ
の
保
護
・
利
用
を
主
張
し
て
い
る
。

全
体
を
以
論
ず
れ
ば
、
大
昔
よ
り
諸
国
に
て
掘
り
出
し
た
る
所
の
金
銀
銅

は
、
代
々
の
将
軍
家
及
諸
侯
の
家
々
に
伝
来
、
永
久
穂
積
有
て
、
国
家
の

な
い
と
し
て
い
る
。
も
し
一
切
の
民
が
農
業
だ
け
に
依
存
す
れ
ば
、
彼
ら
は
生

業
を
失
い
、
農
業
は
日
ご
と
に
困
難
に
な
る
だ
ろ
う
と
説
く
。
す
な
わ
ち
朴
斉

家
は
、
四
民
の
中
で
も
商
業
の
優
位
を
表
わ
し
な
が
ら
、
国
富
に
お
け
る
農
業

生
産
そ
れ
自
体
の
限
界
を
認
識
し
、
商
業
の
重
要
性
を
強
調
し
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
商
人
観
の
遠
い
と
と
も
に
、
利
明
と
朴
斉
家
に
お
け
る
も
う
一
つ
の

大
き
な
差
異
点
は
、
身
分
制
に
対
す
る
態
度
で
あ
る
。
日
本
社
会
の
四
身
分
制

は
、
多
く
の
欠
陥
と
矛
盾
を
有
し
な
が
ら
も
、
も
っ
と
も
保
守
的
な
儒
者
か
ら

利
明
に
至
る
ま
で
、
ひ
と
し
く
容
認
さ
れ
て
い
た
。
朴
斉
家
が
大
胆
に
も
、
両

班
を
商
業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
班
階
級
の
打
破
を
主
張
し
て
い

る
の
に
対
し
、
利
明
は
商
人
が
富
を
積
み
、
そ
の
経
済
力
に
よ
っ
て
武
家
を
圧

迫
し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
る
の
で
あ
る
。

当
時
の
如
く
武
家
困
窮
せ
し
は
、
頼
朝
公
武
家
建
立
以
後
初
て
な
り
。
此

に
於
て
是
非
共
に
改
革
し
て
、
士
農
工
商
・
遊
民
と
順
に
立
て
、
其
処
を

（
応
）

な
し
得
ざ
れ
ぱ
な
ら
ず
。

つ
ま
り
、
四
民
の
階
級
を
厳
立
し
て
、
経
済
的
に
も
武
家
の
優
位
を
保
持
し
、

封
建
社
会
秩
序
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ー

■■■■

■■■■■■■■

大
用
に
達
す
べ
き
は
固
よ
り
し
か
り
。
国
家
の
大
用
と
云
は
、
異
国
交
易

に
金
銀
銅
を
渡
す
こ
と
を
厳
禁
あ
り
て
、
日
本
の
国
用
に
立
て
、
永
久
に

（
妬
）

遺
ん
こ
と
を
教
示
す
る
な
り
。

と
利
明
は
言
っ
て
い
る
が
、
金
銀
銅
が
広
大
な
利
用
価
値
を
有
し
て
い
る
以

上
、
永
久
に
日
本
に
止
め
る
策
を
取
る
の
が
第
一
で
は
な
い
か
と
主
張
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
朴
斉
家
の
場
合
を
見
て
承
よ
う
。

我
國
、
歳
輸
銀
累
萬
両
於
燕
、
以
貿
藥
及
紬
鍛
、
而
無
以
我
物
易
彼
之
銀

者
、
夫
銀
爲
千
年
不
壊
之
物
、
藥
飲
人
年
日
而
化
、
紬
椴
葬
人
、
半
年
而

朽
、
以
千
年
不
壊
之
物
、
易
日
月
消
磨
之
具
、
以
山
川
有
限
之
財
、
職
一

（
”
）

往
不
返
之
地
、
宜
乎
銀
之
日
貴
也

銀
の
流
失
を
憂
慮
し
、
そ
の
備
蓄
を
主
張
す
る
の
は
、
西
洋
の
重
商
主
義
者

た
ち
が
、
銀
を
重
視
し
た
こ
と
と
一
脈
相
通
ず
る
。
金
と
か
銀
は
永
久
不
変
の

も
の
で
あ
り
、
そ
の
価
値
は
実
に
大
き
い
。
そ
れ
を
つ
ま
ら
な
い
消
費
財
と
交

換
す
る
こ
と
は
、
大
損
害
で
あ
る
と
承
な
し
た
。
海
外
交
易
に
お
け
る
金
銀
の

流
出
の
抑
制
と
そ
の
保
護
と
い
う
こ
と
で
利
明
と
朴
斉
家
の
考
え
は
一
致
し
て

い
る
。

（
岨
）

と
こ
ろ
で
利
明
は
治
平
の
根
本
策
で
あ
る
「
四
大
急
務
」
を
説
く
に
あ
た
っ

て
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
根
本
に
な
る
通
貨
調
節
に
対
す
る
問
題
を
説
い
て
い

る
。
彼
は
通
用
金
銀
に
あ
る
程
度
の
制
限
を
加
え
て
、
富
に
関
し
て
は
甚
し
い

差
別
が
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
が
、
こ
の
際
最
も
肝
要
で
あ
る
と
考
え

た
。
そ
れ
で
彼
は
、
一
般
に
通
用
す
る
以
外
の
天
下
の
金
銀
銅
は
、
全
部
公
儀

に
お
い
て
保
存
さ
れ
て
こ
そ
、
国
家
の
永
久
策
が
確
立
さ
れ
る
と
言
い
切
る
。

な
ぜ
通
貨
の
制
限
が
、
そ
れ
ほ
ど
天
下
の
治
乱
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
。
通
貨

の
多
少
と
物
価
の
高
下
と
は
、
因
果
関
係
に
お
い
て
支
配
さ
れ
、
制
限
な
く
膨
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脹
さ
せ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
物
価
騰
貴
の
現
象
を
惹
起
し
、
金
銀
の
価
値
が
下
落

す
る
。
通
用
金
銀
の
価
値
が
下
落
す
る
の
は
、
産
出
す
る
物
産
と
調
和
が
取
れ

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
時
と
共
に
甚
だ
し
く
な
っ
て
い

る
。
現
在
で
は
殊
に
農
民
が
減
少
し
、
米
の
産
出
額
が
不
足
す
る
一
方
、
通
貨

は
ま
す
ま
す
膨
脹
し
て
い
る
の
で
、
物
価
は
一
日
毎
に
騰
貴
し
て
い
る
と
利
明

は
い
う
。
彼
は
「
四
大
急
務
」
の
予
備
的
行
動
と
し
て
、
是
非
と
も
こ
の
通
貨

調
節
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
て
消
費
を
め
ぐ
る
朴
斉
家
の
経
済
政
策
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
当
時
の

支
配
的
考
え
方
で
あ
る
箸
侈
亡
国
論
に
反
対
し
、
消
費
が
な
け
れ
ば
生
産
が
不

振
に
な
り
、
生
産
が
不
振
に
な
れ
ば
国
民
が
生
活
に
苦
し
む
と
説
く
。

夫
財
、
臂
則
井
也
、
汲
則
満
、
康
則
娼
、
故
不
服
錦
繍
、
而
國
無
織
綿
之

人
、
則
女
紅
衰
突
、
不
嫌
飯
器
、
不
事
機
巧
、
而
國
無
工
匠
陶
冶
之
事
、

則
技
藝
亡
美
、
以
至
農
荒
而
失
其
法
、
商
薄
而
失
其
業
、
四
民
倶
困
、
不

能
相
濟
、
國
中
之
寳
、
不
能
容
於
域
中
、
而
入
於
異
國
、
人
日
往
富
而
我

（
旧
）

日
盆
貧
、
自
然
之
勢
也

こ
の
よ
う
に
朴
斉
家
は
、
商
業
の
発
達
は
他
産
業
の
発
達
を
も
た
ら
す
と
見

て
い
る
。
商
業
を
発
達
さ
せ
る
た
め
に
は
、
大
部
分
の
実
学
者
た
ち
が
美
徳
と

し
た
封
建
的
倹
約
思
想
を
排
撃
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
朴
斉
家
は
消
費
は
単
に

消
費
に
と
ど
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
再
生
産
を
導
く
こ
と
に
な
る
と
主
張
し
た
の
で

あ
る
。
「
大
体
中
国
は
、
事
実
、
箸
侈
に
し
て
滅
び
た
。
し
か
し
我
が
国
は
倹

素
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
衰
退
し
て
行
く
の
は
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
。
お
お
よ
そ

物
が
あ
っ
て
も
、
濫
用
し
な
い
の
を
倹
素
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
物
が

な
い
た
め
に
断
念
す
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
今
、
我
が
国
の
中

に
は
、
玉
を
掘
る
家
が
な
く
、
市
場
に
珊
瑚
な
ど
の
た
か
ら
も
の
が
な
い
。
ま

た
金
・
銀
を
持
っ
て
店
へ
入
っ
て
も
、
も
ち
さ
え
買
え
な
い
実
状
で
あ
る
。
こ

れ
が
、
本
当
に
倹
素
な
風
俗
の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
、
こ
れ
は
物
を
利
用

す
る
仕
方
を
知
ら
な
い
か
ら
生
産
が
出
来
ず
、
生
産
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か

（
”
）

ら
百
姓
は
日
々
窮
乏
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
」
こ
こ
に
は
朴
斉
家
の
す
ぐ
れ
た

発
想
・
意
識
の
転
換
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

利
明
も
ま
た
贄
沢
品
の
使
用
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
賛
沢

品
の
使
用
を
禁
ず
る
制
度
で
は
、
真
の
意
味
の
国
内
生
産
技
術
は
進
ま
ず
、
技

術
革
新
は
期
待
出
来
な
い
と
見
て
い
る
。
そ
こ
で
利
明
は
、
外
国
の
工
産
品
を

輸
入
し
、
国
内
生
産
を
振
興
さ
せ
て
競
争
力
の
増
進
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
主

張
し
て
い
る
。
か
く
す
る
こ
と
で
人
々
は
、

相
互
に
自
業
を
励
み
、
精
密
に
丹
誠
す
る
ゆ
へ
、
自
然
と
国
内
に
名
産
物

多
く
出
来
、
異
国
交
易
杯
に
大
利
を
得
の
助
と
な
ら
ん
。
国
産
の
精
拙
は

（
狐
）

此
所
を
扶
る
（
を
）
以
、
名
産
物
も
自
然
と
出
来
せ
ん
嗽

と
主
張
す
る
。
こ
こ
で
利
明
は
積
極
的
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。
直
ち
に
船
を

製
造
し
、
外
国
市
場
で
取
り
引
き
を
お
こ
な
い
、
日
本
に
必
要
な
品
物
だ
け
を

買
い
入
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
シ
ナ
や
オ
ラ
ン
ダ
船
が
来
る
必
要
が
な
く
、
国

中
の
不
自
由
は
一
掃
さ
れ
、
そ
の
両
国
へ
渡
す
百
二
十
万
斤
と
い
う
金
・
銀
を

含
ん
だ
銅
は
、
国
内
に
残
る
と
断
定
し
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
一
石
三
鳥
の
効

果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
利
明
に
お
け
る
船
は
万
病
に
効
く
薬
で
あ
っ
た
。

そ
の
薬
の
瓶
に
公
儀
直
轄
と
書
い
て
あ
っ
た
ら
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

彼
ら
二
人
の
近
代
的
価
値
観
へ
の
志
向
は
、
海
外
通
商
策
に
よ
く
現
わ
れ
て

い
る
。
当
時
の
運
送
手
段
の
主
役
は
船
で
、
そ
れ
を
利
用
し
た
近
隣
諸
国
と
の
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往
来
及
び
交
流
は
、
国
力
培
養
・
国
力
増
進
に
結
び
付
く
は
ず
で
あ
っ
た
。
両

国
が
共
に
鎖
国
政
策
を
と
る
中
で
、
開
国
を
主
張
し
た
の
は
、
い
わ
ば
体
制
へ

の
挑
戦
で
も
あ
っ
た
。
利
明
が
石
造
建
築
の
た
め
、
朴
斉
家
が
科
学
技
術
の
習

得
の
た
め
に
、
二
人
そ
ろ
っ
て
西
洋
人
の
招
聰
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
は
、
特
記

し
た
い
。

船
舶
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て
も
う
す
こ
し
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
ま
え
に
も
触

れ
た
よ
う
に
、
朴
斉
家
は
中
国
の
造
船
術
を
習
得
し
、
性
能
の
よ
い
船
舶
を
作

り
、
そ
れ
を
も
っ
て
中
国
と
通
商
す
る
必
要
を
力
説
し
た
。
韓
国
の
歴
史
上
、

船
に
よ
る
海
上
活
動
を
見
て
み
る
と
、
百
済
（
’
六
六
○
）
時
代
は
、
中
国
の

南
朝
と
黄
海
を
通
じ
て
の
交
流
が
あ
り
、
新
羅
（
’
九
三
五
）
末
の
張
費
高
と

い
う
人
物
は
、
す
ぐ
れ
た
造
船
術
を
も
と
に
し
て
、
西
海
お
よ
び
南
海
の
制
海

権
を
掌
握
し
て
い
た
。
高
麗
時
代
（
九
一
八
’
一
三
九
二
）
に
は
、
碧
潤
渡
か

ら
黒
山
島
を
へ
て
揚
子
江
に
至
る
新
し
い
航
路
が
開
拓
さ
れ
る
な
ど
、
海
上
活

動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
高
麗
時
代
の
こ
の
よ
う
な
海
外
進
出

は
、
李
氏
朝
鮮
（
一
三
九
二
’
一
九
一
○
）
に
至
っ
て
、
そ
の
鎖
国
的
な
政
府

施
策
に
よ
っ
て
、
全
く
萎
縮
し
て
し
ま
う
。
か
く
て
朴
斉
家
に
よ
っ
て
海
上
活

動
の
強
化
と
、
そ
の
た
め
に
優
秀
な
船
舶
の
製
造
が
急
先
務
で
あ
る
こ
と
が
説

か
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
中
国
の
先
進
造
船
術
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
風
波
に
漂

流
し
た
船
を
も
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
も
し
漂
流
し
た
中
国
の
船
が
、
海
岸
の

村
に
着
い
た
ら
、
そ
の
船
に
は
、
き
っ
と
船
を
作
る
工
人
な
り
技
術
者
が
い
る

は
ず
で
あ
り
、
彼
ら
が
滞
在
す
る
間
に
腕
の
い
い
李
朝
の
工
人
が
そ
の
船
の
製

造
・
修
理
技
術
を
習
得
し
た
ら
い
い
と
説
い
て
い
る
。
こ
こ
に
は
船
舶
製
造
に

つ
い
て
の
切
迫
し
た
朴
斉
家
の
立
場
が
よ
く
出
て
い
る
。

こ
う
し
て
中
国
の
造
船
術
を
お
ぼ
え
、
船
舶
を
製
造
し
た
の
ち
、
国
の
大
ぎ

な
病
弊
で
あ
る
貧
困
を
救
う
た
め
に
と
る
道
は
、
中
国
と
通
商
す
る
の
み
で
あ

る
と
説
い
た
の
で
あ
る
。
の
承
な
ら
ず
、
相
互
に
有
無
を
交
易
す
る
こ
と
は
天

下
の
通
義
で
あ
る
と
国
王
に
上
疏
し
て
い
る
。
朴
斉
家
は
海
外
通
商
の
順
序
と

し
て
、
ま
ず
中
国
と
の
貿
易
を
あ
げ
、
そ
の
次
は
日
本
・
琉
球
・
安
南
・
西
洋

に
と
拡
大
し
て
行
く
考
え
を
示
し
て
い
る
。
ひ
た
す
ら
中
国
と
の
象
通
商
し
、

他
国
と
通
商
し
な
い
の
は
、
一
時
の
臨
機
応
変
策
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
定

論
で
は
な
い
。
国
力
が
も
う
す
こ
し
強
く
な
り
、
国
民
の
生
業
が
安
定
す
れ

ば
、
当
然
海
外
の
諸
国
と
通
商
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
彼
は
一
種
の
段
階
的
通
商
論
、
段
階
的
開
国
論
を
提
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
朴
斉
家
の
海
外
通
商
論
は
、
北
学
論
の
帰
結
で
も
あ
る
が
、
鎖

国
主
義
が
頑
固
な
社
会
通
念
に
な
っ
て
い
た
李
氏
朝
鮮
で
、
そ
れ
は
ま
さ
に

破
格
的
な
提
議
で
あ
り
、
開
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
一
八
七
六
年
よ
り
一
○
○

年
も
先
立
つ
主
張
で
あ
っ
た
。
彼
の
開
国
論
は
そ
の
後
、
李
圭
景
（
一
七
八
八

Ｉ
？
）
と
崔
漢
綺
（
一
八
○
三
’
一
八
七
七
）
に
よ
っ
て
再
び
主
張
さ
れ
、
人

脈
的
に
は
、
彼
の
弟
子
で
あ
る
金
正
喜
（
一
七
八
六
’
一
八
五
六
）
を
通
じ
て

姜
璋
（
一
八
二
○
’
一
八
八
四
）
に
伝
え
ら
れ
る
。
姜
璋
は
江
華
島
条
約
の
締

（
”
）

結
を
初
め
、
開
国
の
時
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
る
。

一
方
利
明
の
用
船
論
は
、
天
下
の
物
産
を
公
儀
直
轄
の
船
舶
で
運
送
交
易

し
、
天
下
中
に
物
品
の
有
無
を
通
じ
合
い
、
万
民
の
貧
困
を
救
う
こ
と
を
め
ざ

す
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
な
ぜ
無

敵
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
ら
の
国
々
は
天
文
・
地
理
・
航
法
の
諸
技
術
に

す
ぐ
れ
て
い
て
、
全
世
界
の
大
洋
を
容
易
に
航
海
し
う
る
か
ら
で
あ
る
と
い
っ

て
い
る
。
利
明
は
ひ
き
つ
づ
き
、
属
島
の
開
業
論
に
入
る
。
開
業
の
順
序
と
し

て
ま
ず
、
船
を
目
的
地
の
附
近
に
派
遣
し
て
諸
所
を
測
量
し
、
土
地
の
面
積
、
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産
物
、
人
口
等
の
調
査
を
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。
開
業
し
て
十
分
に
利
益

を
得
る
と
の
見
通
し
が
つ
い
て
か
ら
、
実
行
す
る
の
が
正
し
い
。
も
し
こ
れ
に

成
功
す
れ
ば
、
諸
金
山
も
開
け
、
諸
産
物
は
本
国
に
輸
入
さ
れ
、
国
力
の
増
大

を
も
た
ら
す
に
相
違
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
こ
で
当
時
の
一
般
人
の
外
国
認
識
に
つ
い
て
、
両
者
が
ど
の
よ
う
に

い
っ
て
い
る
か
、
簡
単
に
見
て
承
よ
う
。

日
本
よ
り
遙
に
良
国
之
大
国
を
愚
庸
之
忘
言
に
迷
惑
し
て
、
大
益
を
不
二

（
羽
）

得
取
一
は
大
な
る
日
本
之
不
幸
な
り
。

日
本
人
は
古
来
、
余
り
に
も
自
画
自
賛
の
傾
向
が
あ
り
す
ぎ
る
こ
と
を
、
利

明
は
指
摘
し
て
い
る
。
朴
斉
家
は
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

今
人
、
只
是
一
劃
膠
漆
俗
膜
子
、
透
開
不
得
、
：
．
…
西
洋
人
、
書
人
物
、

以
人
瞳
黒
汁
、
鮎
暗
、
故
朋
昧
如
生
之
説
也
、
：
．
：
・
其
不
信
我
、
而
信
彼

之
由
、
可
知
也
已
、
今
人
正
以
一
胡
字
、
抹
殺
天
下
、
而
我
乃
日
、
中
國

之
俗
、
如
此
其
好
也
、
與
其
所
望
、
大
異
故
耳
、
何
以
明
之
、
試
言
於
人

日
、
中
國
之
學
問
、
有
如
退
溪
者
、
文
章
、
有
如
簡
易
者
、
名
筆
、
有
勝

於
韓
潅
者
、
必
佛
然
憂
色
、
直
日
、
豈
有
是
理
、
甚
者
至
欲
罪
其
人
焉
、

（
”
）

：
．
…
余
與
數
人
辨
、
頗
有
誇
之
者
、
因
書
此
以
自
警

こ
の
朴
斉
家
の
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
般
国
民
が
い
か
に
誤
解
と
偏
見

に
と
ら
わ
れ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
は
な
は
だ
し
い
無
理
解
か
ら

人
灸
を
脱
却
せ
し
め
、
貧
困
か
ら
人
々
を
救
済
し
、
国
力
を
増
大
せ
し
め
る
た

め
に
朴
斉
家
は
北
学
を
、
利
明
は
蘭
学
を
導
入
し
、
中
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
学

ぶ
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
に
見
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
開
発
論
を
朴
斉
家
は
、
国
王
に
進
言

す
る
「
上
書
」
を
通
じ
て
、
上
か
ら
の
改
革
を
狙
っ
て
い
た
。
利
明
も
ま
た
至

る
所
で
、
「
英
雄
豪
傑
・
名
君
」
の
出
現
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。

（
弱
）

依
て
明
君
の
出
給
ひ
て
大
慈
大
悲
の
制
度
建
立
あ
ら
ぱ
云
々
。

仕
向
け
能
け
れ
ば
天
下
の
英
雄
・
豪
傑
躍
り
出
、
御
手
足
と
な
り
て
忠
節

一
妬
）

を
尽
し
云
々
・

利
明
は
常
に
才
能
あ
る
名
君
を
求
め
て
い
る
理
由
を
、
世
の
中
は
英
雄
と
共

に
動
く
か
ら
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
英
雄
が
あ
っ
て
こ
そ
建
白
す
る
人
も
出

現
し
諸
策
が
採
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
英
雄
と
は
現
実
の
文
脈
に
お
い
て
は
君

主
で
あ
ろ
う
。

利
明
の
見
解
は
、
一
方
で
は
洋
学
の
影
響
を
強
く
受
け
、
他
方
、
当
時
の
逼

迫
せ
る
国
内
事
情
に
刺
激
さ
れ
、
時
代
の
機
運
に
促
さ
れ
て
生
じ
た
も
の
で
あ

る
。
江
戸
時
代
、
一
般
の
諸
学
者
が
中
国
の
学
問
の
影
響
の
も
と
に
、
そ
れ
を

祖
述
し
て
い
た
の
と
は
、
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。
鎖
国
の
時
代
に
お
い
て
、

開
国
進
取
の
立
場
に
よ
っ
て
、
日
本
の
国
情
を
吟
味
し
、
富
国
発
展
の
途
を
明

ら
か
に
し
た
利
明
は
、
先
見
の
明
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
『
経
世
秘
策
』

の
卓
越
し
た
国
家
豊
饒
策
は
、
名
君
に
め
ぐ
り
あ
え
ず
、
ｌ
幕
府
政
策
に
受

け
入
れ
ら
れ
ず
ｌ
明
治
時
代
に
入
っ
て
よ
う
や
く
実
現
さ
れ
は
じ
め
た
の
で

あ
る
。一

方
、
朴
斉
家
の
『
北
学
議
』
が
、
李
氏
朝
鮮
の
文
物
や
制
度
に
つ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
遅
れ
た
も
の
を
、
果
敢
に
改
革
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
良
か
っ
た
と

し
て
も
、
朴
斉
家
は
、
中
国
の
物
質
文
明
に
心
酔
し
た
結
果
、
そ
れ
ら
の
無
条

件
の
導
入
・
受
容
を
主
張
し
た
。
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
彼
の
説
は
利
明
の
そ
れ

と
同
様
、
実
現
さ
れ
ず
、
Ｉ
上
か
ら
の
改
革
な
ら
ず
１
１
終
っ
た
。
朴
斉
家

と
本
多
利
明
は
、
外
国
の
先
進
文
明
・
技
術
に
あ
ま
り
に
も
傾
い
て
し
ま
い
、

言
語
や
文
字
ま
で
取
り
替
え
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
朴
斉
家
は
、

六
八



我
國
地
近
中
華
、
音
聲
略
同
、
畢
國
人
而
壼
棄
本
話
、
無
不
可
之
理
、
夫

然
後
、
夷
之
一
字
可
莵
、
而
環
東
土
數
千
里
、
自
開
一
周
・
漢
・
唐
・
宋

（
”
）

之
風
氣
突
、
豈
非
大
快

と
中
国
語
の
使
用
を
説
き
、
利
明
は
、

支
那
の
文
字
は
字
数
多
く
し
て
、
国
用
に
不
便
利
な
れ
ば
外
国
に
通
じ
難

く
、
漸
く
朝
鮮
・
琉
球
・
日
本
の
三
ヶ
国
の
み
通
用
せ
り
。
亜
細
亜
洲
の

内
三
、
四
ヶ
国
通
用
す
れ
ど
も
、
其
真
意
を
解
し
得
る
こ
と
を
難
し
と
せ

り
。
欧
羅
巴
の
国
字
数
二
十
五
、
異
体
と
も
に
八
品
あ
り
て
、
天
地
の
事

を
記
る
に
足
れ
り
と
せ
り
。
最
以
簡
省
な
り
。
：
：
：
支
那
の
故
事
悉
皆
日

本
に
模
写
し
て
、
国
用
に
達
し
益
を
得
ん
よ
り
は
、
我
邦
自
然
具
足
の
益

（
犯
）

を
取
る
を
簡
捷
と
せ
り
。

と
欧
羅
巴
の
国
字
の
使
用
を
説
い
て
い
る
。

朴
斉
家
の
経
済
説
は
利
明
と
同
様
、
全
般
的
に
重
商
主
義
的
・
近
代
志
向
的

色
彩
を
帯
び
て
い
た
。
彼
の
両
班
を
商
業
に
従
事
さ
せ
る
論
と
西
士
招
聰
論

は
、
実
に
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
体
制
を
ゆ
さ
ぶ
る
危
険
発
言
で

あ
っ
た
。
ま
た
彼
の
海
外
通
商
論
は
、
当
時
に
お
い
て
も
海
外
の
渡
航
と
交
易

を
禁
ず
る
政
策
を
転
じ
さ
え
す
れ
ば
、
実
現
可
能
な
す
ぐ
れ
た
実
用
的
意
見
で

あ
っ
た
が
、
利
明
の
説
と
同
様
、
当
時
の
政
策
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
。
当
時

の
社
会
は
、
朴
斉
家
の
先
進
的
政
見
を
包
容
せ
ず
、
鎖
国
論
だ
け
を
固
守
し
た

た
め
、
江
華
島
条
約
を
強
要
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
段
階
的
な
通
商
開

国
で
は
な
い
、
一
方
的
な
準
備
な
し
の
開
国
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
民
族
的

な
悲
劇
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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註
『
北
学
議
』
「
農
蕊
總
論
」
三
二
四
ペ
ー
ジ
以
下
『
北
学
議
』
は

大
洋
書
籍
（
一
九
七
三
）
の
韓
国
名
著
大
全
集
に
よ
る

『
北
学
議
』
「
酋
周
論
」
三
六
○
ペ
ー
ジ

『
経
世
秘
策
』
巻
下
二
二
頁
以
下
『
経
世
秘
策
』
は
岩
波
書
店

（
一
九
七
○
）
の
日
本
思
想
大
系
必
『
本
多
利
明
・
海
保
青
陵
』
に

よ
る『

経
世
秘
策
』
後
編
六
一
頁

『
北
学
議
』
「
財
賦
論
」
三
四
七
ペ
ー
ジ

『
北
学
議
』
「
通
江
南
湖
江
商
舶
議
」
三
五
一
ペ
ー
ジ

『
経
世
秘
策
』
後
編
三
五
頁

『
北
学
議
』
「
車
」
二
五
一
ペ
ー
ジ

同
右『

北
学
議
』
「
附
丙
午
所
懐
」
四
○
四
ペ
ー
ジ

姜
在
彦
『
朝
鮮
の
開
化
思
想
』
岩
波
書
店
（
一
九
八
○
）
八
八
ペ
ー

ジ
『
経
世
秘
策
』
巻
下
二
八
頁

塚
本
晃
弘
「
幕
末
近
代
思
想
の
系
譜
二
」
（
国
学
院
経
済
学
第
一

八
巻
第
二
号
）
昭
和
四
五
年

『
北
学
議
』
「
末
利
」
三
八
五
’
三
八
六
ペ
ー
ジ

『
経
世
秘
策
』
巻
下
三
一
頁

『
経
世
秘
策
』
巻
上
十
一
頁

『
北
学
議
』
「
銀
」
二
九
七
ペ
ー
ジ
我
が
国
で
は
毎
年
、
数
万
両

の
銀
を
中
国
に
輸
出
し
て
、
薬
材
・
紬
鍛
な
ど
を
輸
入
し
て
い
る
。

六
九



し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
物
と
向
う
の
銀
を
交
換
し
て
く
る
こ
と

は
な
い
。
銀
と
い
う
の
は
、
千
年
を
経
て
も
変
わ
ら
な
い
物
で
あ

る
。
し
か
し
薬
は
、
半
日
で
消
化
さ
れ
て
し
ま
い
、
絹
は
人
を
ほ
う

む
る
こ
と
に
使
っ
て
半
年
で
腐
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
、
千
年

た
っ
て
も
な
く
な
ら
な
い
物
を
、
半
日
・
半
年
で
な
く
な
る
も
の

（
薬
・
絹
）
と
替
え
て
、
限
ら
れ
た
山
川
の
資
源
を
、
一
度
送
り
出

し
た
ら
帰
っ
て
来
な
い
地
域
に
輸
出
す
る
の
で
、
銀
は
日
々
貴
重
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

（
旧
）
第
一
焔
硝
、
第
二
諸
金
、
第
三
船
舶
、
第
四
属
島
の
開
業

（
旧
）
『
北
学
議
』
「
市
井
」
二
九
五
’
二
九
六
ペ
ー
ジ
財
物
は
井
戸
の

よ
う
な
も
の
で
、
汲
め
ば
汲
む
ほ
ど
満
ち
て
、
ほ
う
っ
て
お
く
と
乾

い
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
絹
織
物
を
着
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、
絹
を
織

る
人
が
い
な
く
な
る
。
そ
こ
で
女
工
が
衰
退
す
る
。
器
が
ゆ
が
ん
だ

り
し
て
も
い
や
が
ら
な
い
の
で
、
国
の
工
匠
・
陶
冶
の
仕
事
が
な
く

な
り
、
し
た
が
っ
て
技
芸
も
な
く
な
っ
た
。
農
事
が
凶
作
に
な
る
の

は
、
そ
の
方
法
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
商
利
が
薄
く
な
る
と
、

そ
の
商
売
が
出
来
な
く
な
る
。
そ
れ
で
四
民
が
み
な
困
窮
し
、
お
互

い
に
助
け
合
う
道
が
な
い
。
国
中
の
宝
物
も
こ
の
地
域
内
で
は
受
け

入
れ
ら
れ
ず
、
外
国
へ
流
れ
て
し
ま
い
、
他
国
人
は
ま
す
ま
す
富
強

に
な
る
の
だ
が
、
私
た
ち
は
逆
に
ま
ず
し
く
な
っ
て
い
く
の
が
自
然

の
趨
勢
で
あ
る
。

（
別
）
同
右
二
九
五
ペ
ー
ジ
夫
中
國
固
以
箸
而
亡
、
吾
邦
必
以
倹
而

衰
、
何
也
、
夫
有
其
物
而
不
費
之
謂
倹
、
非
無
諸
己
而
自
絶
之
謂

也
、
今
國
無
採
珠
之
戸
、
市
無
珊
瑚
之
偵
、
持
金
銀
而
入
店
、
不
可

へ／ヘヘヘ
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以
買
餅
餌
、
豈
其
俗
之
眞
能
好
倹
而
然
歎
、
特
不
知
所
以
用
之
之
術

耳
、
不
知
所
以
用
之
、
則
不
知
所
以
生
之
、
不
知
所
以
生
之
、
則
民

日
窮

『
経
世
秘
策
』
後
編
十
四
頁

註
（
Ⅱ
）
前
掲
書
二
七
ペ
ー
ジ
参
照

『
経
世
秘
策
』
補
遺
五
頁

『
北
学
議
』
「
北
学
辨
二
」
三
九
五
ペ
ー
ジ
現
在
我
が
国
の
人
々

は
阿
腱
と
漆
汁
の
よ
う
な
俗
た
る
膜
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
（
中
略
）
今

我
が
国
の
人
は
胡
と
い
う
一
文
字
を
も
っ
て
直
ち
に
中
国
天
下
を
無

視
し
よ
う
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
が
「
中
国
の
風
俗
は

こ
の
よ
う
に
よ
い
」
と
言
う
の
は
、
彼
ら
の
一
般
の
考
え
と
大
き
く

違
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
何
を
も
っ
て
証
明
す
る
か
と
言
え
ば
、

試
し
に
人
々
に
「
中
国
の
学
問
に
も
退
溪
の
よ
う
な
人
が
お
り
、
文

章
に
も
簡
易
の
よ
う
な
人
が
お
り
、
名
筆
と
し
て
も
韓
潅
よ
り
す
ぐ

れ
た
人
が
い
る
」
と
言
う
と
、
そ
の
人
々
は
必
ず
腹
を
立
て
顔
色
を

か
え
、
「
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
あ
り
う
る
か
」
と
い
う
の
で
あ

っ
て
、
ひ
ど
い
者
は
そ
の
話
を
し
た
人
に
罰
を
与
え
よ
う
と
す
る
で

あ
ろ
う
。
私
が
何
人
か
と
議
論
し
た
と
こ
ろ
、
私
を
誹
誇
す
る
人
が

か
な
り
い
た
の
で
、
こ
の
事
を
書
い
て
自
警
す
る
の
で
あ
る
。

『
経
世
秘
策
』
巻
下
十
四
頁

同
右
四
二
頁

『
北
学
議
』
「
漢
語
」
三
○
三
ペ
ー
ジ

『
経
世
秘
策
』
巻
下
十
八
頁

（
大
阪
大
学
大
学
院
院
生
）

七
○


